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ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の
大
統
領
が

西
湖
い
や
し
の
里
根
場
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た

い
き
い
き
み
ん
な
の
町
の
誕
生
日

　
実
行
委
員
会
「
み
ん
な
に
ク
リ
ス
マ
ス

　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪
」
の
報
告

まちかど情報局
Street  corner  Intelligence  Agency

瑞
宝
双
光
章
の
受
章
を
さ
れ
ま
し
た

新
年
、あ
け
ま
し
て

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旧
年
中
も

町
政
に
対
し

ま
し
て
、
暖

か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を

賜
り
、
こ
こ

に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
15
年
の
合
併
以
来
、
人
口
も
若
者

を
中
心
に
着
実
に
増
加
し
、
町
が
確
実
に

発
展
し
て
い
る
証
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
富
士
山
と
４
つ
の
湖
・

青
木
ヶ
原
を
擁
す
る
日
本
で
も
他
に
類
を

み
な
い
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
町

を
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
後
世
に
残
す
べ
く
取
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

以
来
、
世
界
的
な
不
況
下
の
中
で
、
日
本

経
済
も
先
行
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
、

政
権
交
代
に
伴
い
国
の
動
向
が
見
え
て
こ

な
い
上
に
、
大
幅
な
税
収
減
が
見
込
ま
れ
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
断
行
す
べ
き
時

が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆
様
方
に
と

っ
て
何
が
必
要
で
あ
る
か
み
き
わ
め
、「
必

要
な
こ
と
は
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
平
成

22
年
も
進
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
12
月
２
日
（
水
）

か
ら
シ
ョ
ー
ラ
ム
・

ラ
ー
ス
ロ
ー
ハ
ン

ガ
リ
ー
共
和
国
大

統
領
が
外
務
省
公

式
実
務
賓
客
と
し

て
来
日
さ
れ
、
山
梨

県
や
京
都
府
な
ど

を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

４
日
（
金
）
は
、
町
の

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ

ー
で
富
士
山
の
登

頂
最
高
齢
者
の
説
明
な
ど
を
受
け
ら
れ
、
1
0
0
歳
に
な

っ
た
時
再
度
訪
れ
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
環
境
問

題
に
熱
心
な
様
子
の
大
統
領
は
富
士
山
の
４
合
目
に
向
か

い
、
そ
の
後
西
湖
い
や
し
の
里
根
場
を
訪
れ
砂
防
資
料
館

や
工
芸
館
な
ど
を
興
味
深
げ
に
ま
わ
ら
れ
ま
し
た
。
工
芸

８
号
館
で
は
、
金
子
政
子
さ
ん
の
押
し
花
風
景
画
を
ご
覧

に
な
り
、
制
作
方
法

に
感
銘
を
受
け
た

表
情
で
、
初
め
て
見

た
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
蚕

資
料
館
で
は
、
囲
炉

裏
を
囲
み
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

と
同
じ
よ
う
に
あ

ぐ
ら
を
か
い
た
り
、

ザ
ル
作
り
の
体
験

を
さ
れ
ま
し
た
。
大

変
興
味
を
も
た
れ

た
様
子
で
、
作
り
か
け
の
ザ
ル
と
材
料
を
持
ち
帰
ら
れ
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
な
印
象
で
何
事
に
も
興
味
を
持
ち
、
一
つ
一

つ
丁
寧
に
ご
覧
な
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　　
秋
の
褒
章
受
賞
者

で
旧
河
口
湖
町
の
教

育
長
を
務
め
た
渡
辺

澄
雄
さ
ん
（
船
津
）
が

長
年
地
域
教
育
の
発

展
に
尽
力
し
た
と
し

て
瑞
宝
双
光
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
を
第
一
に
考
え
て

教
育
に
携
わ
り
40
年

間
の
教
育
現
場
や
教
育
行
政
へ
の
功
労
が
あ
り
授
与
さ
れ

た
も
の
で
す
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
月
号
で
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
「
い
き
い
き
み
ん
な
の

町
の
誕
生
日
」
に
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
賞
品
を
利
用
し
「
み

ん
な
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
♪
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
い
た
だ
い
た
賞
品
を
１
０
０
個
の
「
特
製
ま
ち
ぶ
く
ろ
」

に
し
て
、抽
選
で
１
０
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
を

行
い
、８
４
０
通
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
残

念
な
が
ら
選
ば
れ
な
か
っ
た
み
な
さ
ま
、
来
年
の
誕
生
日
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「
富
士
河
口
湖
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
」

　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

いずみの湯�　　　　　　　　　　　　　ペア入場券

井出醸造� 　　　　　　　　　　　　　にごり酒

河口湖カントリー� 　　　　　　　オリジナルゴルフボール

河口湖商業協同組合� 　　　　　　　食事券

河口湖商工会�　　　　　　　　　　　　　商品券

河口湖ショッピングセンターBELL 　　　３１アイスクリーム券

北原ミュージアム� 　　　　　　　おもちゃ

クラフトパーク� 　　　　　　　ワイン

土蔵商店� 　　　　　　　　　　　　　ウエットティッシュ

ニューハウス�　　　　　　　　　　　　　タオルセット

ハイランドリゾート� 　　　　　　　ふじやま温泉招待券

フィットリゾートクラブ� 　　　　　　　ペア宿泊券

富士桜カントリー� 　　　　　　　オリジナルカレー

富士山地域創造� 　　　　　　　ライト付きキーホルダー

ほうとう不動�　　　　　　　　　　　　　ペア食事券

ほうとう屋敷みさか路� 　　　　　　　ヴァンフォーレ甲府応援歌ＣＤ、ほうとうせんべい引換券

松山油脂� 　　　　　　　　　　　　　無添加固形石鹸

みよし屋� 　　　　　　　　　　　　　ほうとう

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
賞
品
一
覧
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

そ
の
一
端
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
特
に
皆

様
よ
り
ご
要
望
の
高
か
っ
た
、
乳
幼
児
医

療
費
公
費
負
担
の
年
齢
枠
の
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
は
、
6
歳
児
か
ら
15
歳
児
へ
と
実

施
し
て
ま
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
21
世
紀
は
環
境
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
化
・
再
利
用
は
も
と

よ
り
、
地
球
環
境
に
配
慮
し
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
削
減
し
、
環
境
の
大
切
さ
を

地
域
住
民
の
皆
様
方
に
ご
理
解
を
い
た
だ

き
、
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
行
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
結
果
と
し
て

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
き
時
代
に
あ
っ
て
、
市
町

村
の
責
務
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
も
長
期
的
視
野
に
た
ち
、

わ
が
郷
土
富
士
河
口
湖
町
が
ま
す
ま
す
発

展
で
き
る
よ
う
、
既
存
の
資
源
を
最
大
限

に
活
用
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
中

で
、
町
全
体
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
今
年
一
年
の
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
富
士
河
口
湖
町
長
　
渡
邊
　
凱
保

河口湖畔の道祖神と小正月行事�

消えゆく年中行事　(船津編) �

明治2年三浦家の将軍家御祈願の旅�

１月２３日(土) 

２月２７日(土)

３月２７日(土) 

中央公民館

中央公民館

中央公民館

竹谷　喜義

小林　那津子

中村　章彦

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

午前10時～11時30分

イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
富
士
河
口
湖
ふ
る
さ
と
ガ
イ

ド
の
会
は
、
富
士
河
口
湖
町
を
訪

れ
た
観
光
客
の
方
々
に
町
内
の

魅
力
を
ご
案
内
し
、
思
い
出
に
残

る
旅
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
た
め
歴
史
、
文
化
、
自
然

を
中
心
に
勉
強
会
や
現
地
研
修

も
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。
以
下
3
回
の
研
修
会

は
会
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ

く
目
的
も
兼
ね
て
広
く
町
内
の

皆
様
の
一
般
参
加
も
募
っ
て
開

催
い
た
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る

方
、
是
非
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、「
富
士
河
口
湖
ふ
る
さ

と
ガ
イ
ド
の
会
」
で
は
、
会
の
活

動
に
賛
同
い
た
だ
け
る
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先
】

　
富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
　

　
　
　
　
72-

３
１
６
８
ま
で
。

研修テーマ 実　施　日 時　　間 場　　所 講　　師
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　平成２２年度町民税・県民税の申告受付が２月１６日(火)から始まります。

　個人の町民税・県民税は、提出された申告書をもとに税額が計算され、納税者の皆さんに

通知した後、納税していただく仕組みになっています。

　今年の申告期限は、３月１５日（月）です。忘れずに正しい申告をしましょう。

今年の1月1日現在、富士河口湖町内に住所がある方はすべて該当します。
１．給与所得者の場合
　通常は、事業所から給与支払報告書の提出があり、申告の必要はありませんが、次のいずれか          
に該当する方は申告してください。
　１）給与所得以外に副収入（地代、家賃、報酬等）があった方
　２）外注加工賃の支払いを受けた方
　３）一定のところに勤務していない方、又は日雇いやアルバイトなどにより勤務先から役場に
　　　給与支払報告書の提出がない方
　４）雑損失、寄付金、医療費控除の適用を受けようとする方
２．給与所得者以外の方
　１）昨年中に営業、農業、不動産、配当、報酬などの給与や年金以外の収入があった方
　２）年金収入がある方で、社会保険料控除や配偶者特別控除など各種控除を受けようとする方
　３）専従者控除の適用を受けようとする方
　４）純損失、雑損失の適用を受けようとする方
　５）所得証明書・非課税証明書等の発行を受けたい方や国民健康保険税の軽減措置、国民年金
　　　の納付猶予などの手続きをなさる方で役場に収入の資料の無い方

　１）前年に所得税の確定申告をされた方は控えを持参してください
　２）印鑑
　３）事業所得者・不動産所得者は、平成２１年中の収入・経費のわかる書類、帳簿等
　　   （収支内訳書等は必ず記入してきてください。）
　４）給与所得の源泉徴収票または給与支払証明書（給与所得のある方のみ）
　５）社会保険料（国保・年金・介護保険料等）の支払額のわかるもの
　６）国民年金保険料控除証明書又は領収書
　７）生命保険料、地震保険料及び医療費等の支払証明書や領収書
　　 （医療費控除を受けられる方は、領収書の合計を各個人ごと、各病院ごとにあらかじめ計   
　　　算しておいてください。）
　８）大学生、障害者の方は、内容がわかる書類（学生証、障害者手帳等）
　９）還付申告の方は、申告者本人名義の金融機関口座のわかるもの（通帳等）

　※�領収書等は必ず事前に集計してから持参してください。

　１）給与収入等の金額が、２,０００万円を超える方
　２）２ヶ所以上からの給与の支払いを受け、年末調整を受けていない方
　３）給与所得者で、給与所得以外の副収入の金額が２０万円を超える方
　４）事業所得、不動産所得のある方
　５）家事使用人などで、給与から所得税の源泉徴収がされていない方
　６）同族会社の役員や親族などで、その会社からの給与の他に、利子、賃借料などの支払いを
　　　受けている方
　７）不動産を売却した方
　８）退職金の支払いを受ける際、『退職所得の受給に関する申告書』を提出しなかったため、
　　　２０％の税率で源泉徴収された方で、源泉徴収税額が正規の税額より少ない方
　９）医療費控除、住宅借入金等特別控除等の適用を受けようとする方
　10）給与等の源泉徴収につき災害減免法の適用を受けている方

　１）所得税の確定申告をした方（青色、白色専従者を除く）
　２）給与所得者で勤務先から役場へ給与支払報告書の提出がしてあり他の収入の無い方

申 告 準 備 は 、 お 早 め に ！
申告期間＝２月１６日(火)～３月１５日(月)

★町・県民税の申告が必要な方は

★町・県民税の申告をしなくてもよい方は

★確定申告が必要な方は

★申告するときに必要となるもの

申告についての問合せ先
　　　　　　　　　　税務課　住民税係　TEL０５５５－７２－１１１３（税務課直通）
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地  区 会     場 受 付 日 対象地区・自治会・区会等

大   石 大石出張所

全地区 中央公民館

中央公民館

２月１６日（火）

２月１７日（水）

２月１７日（水）

中沢、上手、中村、下条

税理士による無料申告相談日（受付は午前１０時～午後３時）

東村、後藤、湯口、ペンション村、松風台

河　口 河口出張所
２月１８日（木）

２月１９日（金）

第一自治会、第二自治会、第三自治会

第四自治会、第五自治会、第六自治会

全地区 足和田出張所 ２月２１日（日） 平日に申告できない方

足和田 足和田出張所 ２月２２日（月） 長浜、西湖、根場、大嵐地区

平成２２年度申告受付相談日程表
【 受付時間は、各会場とも午前９時から１１時３０分までと、午後１時から４時までです。 】

※日曜日も受付けます・・・上記日程表の ２月２１日 足和田出張所と ２月２８日 中央公民館です。

※上九一色出張所での受付時間は午前９時３０分からです。

※会場、時間帯によっては、待ち時間が長くなる場合もあります。時間に余裕を持ってお越しください。

※住民税の申告は国民健康保険税の算定や後期高齢者医療保険料の算定及び負担区分の判定等、さらに福祉施策などの

大切な課税資料となりますので、所得がなかった方も必ず申告してください。

※『２／１７（水）に実施する税理士会が行う無料申告相談』では、小規模事業者の方の所得税及び消費税、年金受給者及び給

与所得者の方の所得税の申告を対象（土地・建物・株式などの譲渡所得のある方を除く。）としております。（受付時間は、午

前１０時～１２時、午後１時～３時です。）

　個人住民税の住宅ローン控除の適用対象者が拡大され、平成21年から平成25年までに入居し、平成21年分以後の所得

税において住宅ローン控除を受ける方も、個人住民税の住宅ローン控除を受けられることになりました。

　合わせて、個人住民税における住宅ローン控除は、個人が市町村に住宅借入金等特別税額控除申告書を提出せずに受

けられることとなりました。

【概要】対象となる方は、所得税で住宅ローン控除の適用を受けていて、かつ、所得税において住宅ローン控除可能額

が控除しきれなかった方のうち

　・ 平成11年から平成18年までの入居者

　・ 平成21年から平成25年までの入居者

＊平成19年と平成20年の入居者は、所得税の住宅ローン控除の適用は受けられますが、個人住民税の住宅ローン控除　

の適用は受けられません。なお、所得税では、住宅ローン控除を受ける最初の年に、控除率を引き下げて控除期間を　

10年から15年に延長する方式を選択できる特例が設けられています。

＊勤務先の年末調整や、税務署と所得税確定申告の内容から、町役場で住民税の住宅ローン控除額を決定し、適用しま

　す。これまで必要だった町役場への住宅借入金等税額控除申請書の提出は不要になります。

個人住民税における住宅ローン控除の適用対象者が拡大され
町役場への申告が不要になりました

小　立

上九一色 上九一色出張所
２月２４日（水）

２月２３日（火） 精進、本栖、富士ケ嶺地区

　　　　　　（受付は午前９時３０分～午後４時）

３月１１日（木） 上の段下、上の段中、上の段上

３月１２日（金） 高尾南町､富士見タウン､河口湖通一丁目～二丁目、船津待機宿舎

３月１５日（月） 大久保、宮森、浅川、県営住宅（船津）、町営住宅、赤坂

３月　９日（火） 富士見町一丁目～四丁目

３月１０日（水） 市道町、本町、高尾町

２月２６日（金）
勝　山

２月２５日（木）
勝山地区

３月　１日（月） 乳ヶ崎、西、河口湖ニュータウン

全地区 ２月２８日（日）

３月　３日（水）

３月　２日（火）

平日に申告できない方

林、久保、サンコーポラス河口湖

八丁屋、県営住宅河口湖小立団地

船　津

浅　川

３月　８日（月） 七軒町一丁目～四丁目、南台一・二丁目、七軒町中

３月　４日（木）

３月　５日（金）

揚町、浜町、若松町、上町、松場町一・二丁目

湖南町一～三丁目、本町二丁目、大池

※申告期間中は役場での申告相談はできません。
　地区会場へお越しいただくか、２月２５日以降であれば中央公民館へお越しください。
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町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
窓
口
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
忘
れ
ず
に

　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
～

福
祉
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭

　
　
小
中
学
校
入
進
学
支
度
金
支
給
に
つ
い
て

観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

改
正
農
地
法
が
施
行
（
１２
月
１５
日
）
さ
れ
、

　
農
地
を
相
続
し
た
場
合
届
出
が

　
　
　
必
要
に
な
り
ま
し
た
！

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
１
月
３１
日
ま
で
～

　
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は

す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生

の
方
々
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
生
納
付
特
例
の
申
請
手
続
き
を
し
な
か
っ
た
り
、
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
り
す
る
と
、
在
学
中
に
事
故
や
病
気
で
障

害
が
残
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
も
減
額
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付
特
例
制

　
度
・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
・
保
険
料
免
除
制
度
」が
あ
り
、

　
申
請
を
行
い
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
猶
予
や
免
除
さ

　
れ
ま
す
。

●
問
合
先
　
大
月
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４-

22-

３
８
１
１

　
　
　
　
　
総
合
窓
口
課
（
国
民
年
金
係
）

　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

１
１
１
４

　
平
成
22
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
が
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し
て
「
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入

進
学
支
度
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

【
支
給
対
象
者
】

　
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
次
の
要
件
を
す
べ

　
て
満
た
す
方
に
支
給
い
た
し
ま
す
。

　
１
　
富
士
河
口
湖
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　
２
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
で
あ
っ
て
、
入
進
学
児

　
　
　
童
を
監
護
し
て
い
る
方
、
又
は
養
育
者
で
あ
っ
て
、

　
　
　
入
進
学
児
童
で
あ
る
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し

　
　
　
て
い
る
方

　
３
　
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

【
所
得
制
限
】

　
右
記
、
支
給
対
象
者
の
方
で
も
、
所
得
制
限
に
か
か
る
方

　
は
該
当
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
１
　
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
も
し
く
は
養
育
者
が
、

　
　
　
前
々
年
に
お
い
て
所
得
税
法
そ
の
他
所
得
税
に
関

　
　
　
す
る
法
令
の
規
定
に
よ
る
所
得
税
の
納
付
義
務
を

　
　
　
有
す
る
と
き

　
２
　
ひ
と
り
親
等
の
配
偶
者
又
は
扶
養
義
務
者
で
、
当
該

　
　
　
ひ
と
り
親
等
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
前
々

　
　
　
年
の
所
得
が
基
準
額
以
上
で
あ
る
と
き

【
支
給
額
】

　
入
進
学
児
童
一
人
に
つ
き
、
一
万
円
支
給
い
た
し
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　
次
の
書
類
を
町
役
場
福
祉
推
進
課
・
児
童
福
祉
係
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
１
　
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
支
度
金
支
給
申

　
　
　
請
書

　
２
　
申
請
者
と
児
童
の
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本

　
３
　
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

　
４
　
ひ
と
り
親
等
の
課
税
証
明
書

　
５
　
ひ
と
り
親
等
の
配
偶
者
又
は
、
扶
養
義
務
者
の
課
税

　
　
　
証
明
書

　
６
　
そ
の
他

＊
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
（
水
色
）
を
お
持
ち

の
方
は
、
２
～
６
の
書
類
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
申
請
者
及
び
対
象
児
童
の
受
給
者
証
を
必
ず
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
日
】

　
　
１
月
29
日
（
土
日
、
祝
日
は
除
く
）
ま
で

　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
問
合
先
　
福
祉
推
進
課
児
童
福
祉
係
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
６
０
２
８
　
　

　
　
　
　
　
　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
24-

９
０
４
２

　
農
地
法
第
３
条
の
３
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
相
続
等
に

よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に
は
農
業
委
員
会
に

そ
の
旨
を
届
出
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
出
を
お

忘
れ
な
く
！

※
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
は
、
10

万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
３
階
）

　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
１
１
１
５

■
申
請
等
に
必
要
な
も
の

　
○
印
鑑

　
○
相
続
等
登
記
済
み
の
登
記
簿
謄
本
、
遺
産
分
割
協
議
書

　
　
の
写
し
な
ど
権
利
取
得
し
た
こ
と
の
確
認
で
き
る
書
面

　
昨
年
大
勢
の
町
民
の
皆
様
に
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
富

士
河
口
湖
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
期
限
は
平
成
22

年
１
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
は
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
手

元
に
お
持
ち
の
方
は
期
限
内
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
未
使
用
券
は
現
金
と
の
換
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
観
光
課
　
℡
72-

３
１
６
８
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●問合せ　福祉推進課 ７２－６０２８

日時　１月２６日（火）午前９時～１２時

場所　子ども未来創造館内プレイルーム

対象　未就学児の親子

………………………………………………

………………………………………………
(時間内の出入りは自由です)

　毎週月、水、金に開催されている「つどいの広場」には、毎回たくさんの親子さんがおしゃべりをしたり、子どもと

手遊びなどの遊びをしたり、紙芝居を見たり、季節の行事をしたりと楽しい時間を過ごしていただいています。ま

た、身長、体重なども測ることができ、スタッフの保健師や栄養士、保育士に悩みやわからないことなど相談するこ

ともできます。

　前回１０月に開催した『はずかしがりママあつまれ!』では、１１組２３名の参加者が楽し

い時間をすごしました。

そのなかで「実は私、人見知りでこういう企画を待っていました。」「県外から来て友達を作り

たかったので、きっかけがあってよかったです。」「つどいの広場のことは知っていたけど、大

人数のところは参加しづらかったです。」「子供の人見知りがひどくて外に行く気になれなか

ったけど、思い切って来てみました。」などの声をいただきました。

　そこで、引き続き「はずかしがりママ」に特別の「つどいの広場」を開催します。

○今まで仕事をがんばってきて子どもを通しての友達がいない。

○県外などから引っ越してきて友達がいない。

○ママ友は欲しいけど、たくさんの人のいるところには行きにくい。

○子どものことについて聞いてみたいこと、聞いて欲しいことがあるけれどどこに行ったら良いかわからないな

　どなど。

いろいろな事情で一人でがんばっているお父さん、お母さんを応援します。

都合の良い時間だけ参加できますので、この機会にぜひ遊びにきてください。

※交通手段がなくて遊びに来られないなどの相談や、事前に聞いてみたいことなどありましたら、お気軽にお電話

　ください。

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

新
年
明
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
社
協
で
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
共
に
支
え
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
の
皆
様

と
と
も
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

富
士
北
麓
地
域
高
齢
者
作
品
展

富
士
北
麓
地
域
高
齢
者
作
品
展

富
士
北
麓
地
域
高
齢
者
作
品
展

６０
歳
以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
、

　
　
　
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す

赤
い
羽
根
募
金
・
歳
末
助
け
合
い
運
動
の

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
心
身
障
害
児
者
交
流
の
集
い
」

　
　
　
　
　
　
　 

を
開
催
し
ま
す

　　
富
士
河
口
湖
町
を
主
催
地
と
し
て
、
２

月
２４
日
～
２６
日
に
、
勝
山
さ
く
や
ホ
ー
ル

に
て
富
士
北
麓
高
齢

者
作
品
展
を
開
催
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
６０
歳

以
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の

方
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

　
出
品
の
申
込
み
は
、
２
月
２
日
（
火
）
ま

で
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
所
属
す
る
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
へ
、
会
員
以
外
は
、
町
老
連

事
務
局(

町
社
協
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
出
品
さ
れ
る
方
は
、
出
品
種
目
、
作

品
規
格
な
ど
詳
細
が
あ
り
ま
す
の
で
事
務

局
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
電
話
７
２
‐
１
４
３
０
）

　
６３
回
目
を
迎
え
た
赤
い
羽
根
募
金
、
歳

末
助
け
合
い
運
動
は
１２
月
末
日
ま
で
行
わ

れ
、
区
会
・
自
治
会
・

企
業
・
自
営
業
者
・

学
校
・
民
生
委
員
等

多
く
の
皆
様
か
ら
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
心
身
障

害
児
者
や
そ
の
家

族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
が
交
流
を

図
れ
る
場
と
し
て
、

年
１
回
交
流
の
集

い
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
日
本
赤
十
字
社
山
梨
支
部
よ

り
講
師
を
招
き
、
救
急
法
基
礎
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
日
常
生
活
に
お
け
る
事
故
防

止･

手
当
て
の
基
本
・
心
肺
蘇
生
法
並
び
に

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
知
識

と
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

開
催
日
時
…
平
成
２２
年
２
月
２５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
～
午
後
２
時
３０
分

開
催
場
所
…
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象
者
…
町
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
並
び
療
育
手
帳
保
持
者
と
そ
の
家
族
、

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

申
込
み
…
２
月
１２
日(

金)

ま
で
に

　
　
　
町
社
協
事
務
局
へ(

７２
‐
１
４
３
０)

～
救
急
法
基
礎
講
座
を
行
い
ま
す
～

～
救
急
法
基
礎
講
座
を
行
い
ま
す
～

～
救
急
法
基
礎
講
座
を
行
い
ま
す
～

参
加
者
募
集



広
報
富
士
河
口
湖

　
８

健康のまちづくり

健康のまちづくりスローガン入選作品

●食　事

　⇒１日３食、バランスよく。　よく噛んで、腹八分目。　脂肪や塩分控えめに。

　　お酒はほどほどに。

●運　動

　⇒脂肪燃焼に効果的な有酸素運動ウォーキング、目標１日。。。（10,000歩！）

　　適度な筋トレ（ストレッチ。運動サークル入会。ちょっとした空き時間の運動。）

●禁　煙・休　息

　⇒喫煙の害を知り、禁煙を。無理せず、休み上手に。自分にあったストレス解消を。

　　夜はぐっすり眠り、質の良い睡眠を。

●体のメンテナンス

　⇒年に１回健康診断。誕生月には歯科検診を。

食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
お
す
す
め

～
さ
つ
ま
芋
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
蒸
し
パ
ン
～

　　  ≪材料６個分≫

ホットケーキミックス　２００ｇ

水　　　　　　　　　１６０ｍｌ

砂糖　　　　　　　　大さじ１．５

さつま芋（中）　　　　半分

かぼちゃ　　　　　　 適量

ホイルカップ　　　　 ６枚

　
さ
つ
ま
芋
の
美
味
し
い
季
節
、
精
進
小
学
校
の
５
・

６
年
生
と
一
緒
に
蒸
し
パ
ン
を
作
り
ま
し
た
。
簡
単

ヘ
ル
シ
ー
な
お
や
つ
作
り
で
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

《
作
り
方
》

①
さ
つ
ま
芋
と
か
ぼ
ち
ゃ
は
８
�
角
に
切
り
、
さ
つ

　
ま
芋
は
水
に
さ
ら
し
て
ア
ク
を
抜
く
。

②
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
は
砂
糖
と
水
を
加
え
て

　
手
早
く
か
き
混
ぜ
る
。

③
水
け
を
切
っ
た
さ
つ
ま
芋
を
�
に
加
え
、
全
体
に

　
大
き
く
か
き
混
ぜ
る
。

④
ホ
イ
ル
カ
ッ
プ
の
６
分
目
く
ら
い
ま
で
�
の
生
地

　
を
入
れ
、
か
ぼ
ち
ゃ
を
４
～
５
個
の
せ
る
。

⑤
蒸
気
の
上
が
っ
た
蒸
し
器
に
入
れ
、
15
分
程
度
蒸
す
。

　
竹
串
で
中
心
部
を
刺
し
て
み
て
生
の
生
地
が
つ
い

　
て
こ
な
け
れ
ば
で
き
あ
が
り
。

＊
精
進
小
の
子
ど
も
た
ち
の
感
想

・
作
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
自
分
で
作
っ
た
も

　
の
は
お
い
し
い
。

・
甘
さ
が
ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
。

・
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
し
て
み
て
、
お
母
さ
ん

　
は
い
つ
も
大
変
だ
な
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

 

（
精
進
地
区
会
員
）

“心をのばせ！からだをのばせ！元気な私立ち上がれ”“心をのばせ！からだをのばせ！元気な私立ち上がれ”“心をのばせ！からだをのばせ！元気な私立ち上がれ”

◆ 日々の心掛け　・・◆・・健康な体、生活のための習慣づけ・・

各々の項目から１つを意識して生活することを始めてみませんか！

◎健康のまちづくり（基本理念）

　　健康のまちづくりは、町民一人ひとりが健康の意義について深く認識しつつ、主体的に健康づくりに取

　り組み、町民、町、関係団体が相互に連携、協力を図りながら、快適で充実した暮らしができるよう施策

　や運動に取り組むことを基本とする。また町は全ての政策において健康を中心とした政策の意識と施設整

　備をはかり、全ての町民は、一人ひとりが誇りと生きがいをもって生きていることを相互に尊重する地域

　づくりに不断に努めるものとする。　　　　　　　　　　　　 ・・（富士河口湖町健康のまちづくり条例第２条）

○健康の町づくり計画　

　　町民一人ひとりが生涯を通じて、各個人のライフステージに合わせた健康づくりを大切にし、地域がと

もに健康づくりに取り組む体制作りを進めるための健康の町づくり計画に沿った事業

が進められているところですが、１２月1日、健康の町づくり審議委員会が開かれ、計

画の中間評価が審議されました。今後の新計画策定に向けて、健やかで心豊かに生活

できる元気あふれる町とするため、また健康寿命の延伸及び健康生活の向上を実現す

るため、事業計画の策定、修正、更新が行われる時期となります。今後とも審議委員

さんをはじめとする、町の方々のご意見、ご提言、そしてご協力をお願いします。

○問合先／健康増進課　℡72-6037


